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１．まえがき  

筆者らはため池を対象に貯水池内に堆積した底泥土を堤体改修に必要な築堤土として

有効活用し，堤体改修と底泥土の除去処分が同時にできる堤体改修法である砕･転圧盛土工

法を開発し，数箇所のため池に適用してきた。本工法は底泥土を固化処理して所要の強度

と遮水性を有する築堤土を製造して堤体補強のための盛土などを築造するもので，フィル

ダムにも適用できれば効率的で経済的な堤体補強ができる。ため池では堤体安定に必要な

強度を築堤土の粘着力 c’だけを考慮し（内部摩擦角φ ’を無視），一軸圧縮強さ qu と qu=2･

c’のように関連させて qu だけで表示していた。この方法をそのまま堤高の大きいフィルダ

ムに適用すると，関係式 qu=2･c’が土質力学的な根拠に乏しく合理性に欠ける。本稿では，

堤体安定に必要な強度を qu ではなく強度パラメータ（c’,φ’）を用いる設計法を提案する。  
 

２．ため池の設計法における問題点 

ため池では固化処理土の強度を一般の土

質改良工の取扱いと同様に一軸圧縮強さ qu

により表示し，強度パラメータは粘着力 c’
だけを考慮し（内部摩擦角φ ’は無視），qu

との間に関係式  

c’=qu/2       (1) 

が成り立つものとし，qu だけにより設定さ

れていた。そして，目標強度は図－１の設

計フロー図の左側に示すように堤体安定に

必要な砕･転圧土部の強度(qu)CCstability と，図

の右側の築堤時の施工機械のトラフィカビ

リティーに必要とされる砕･転圧土の強度

(qu)CCTrafficabilityを比較して大きい方としてい

た．式 (1)は土質力学的な根拠がなく，堤高

が大きいフィルダム堤体のように必要とさ

れる強度が大きい場合には合理性に欠ける。 

 

３．フィルダムの場合の設計法の提案 

新たに提案するフィルダムの設計法は，

図－２に示すように，堤体の安定に必要な  

 
図－１ ため池における設計フロー図 

 

強度を三軸圧縮試験による（c’，φ ’）によ

り設定するものである。フィルダムの場合

でも目標強度は日数経過とともに強度増加

傾向が鈍化し始める t=10 日目の強度で，つ

まり初期固化土では固化材を添加・混合し  
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図－２ フィルダムにおける設計フロー図 

 

 
図－３ 砕･転圧土の（(c’)CC , (φ’)CC）  

～ΔWC の関係  

 

てから t=tS=10 日目の強度（添字 IS で表示）

で，砕･転圧土では t=10 日から解砕・転圧ま

での tS を差し引いた tCC 日目（=t－ tS）の強

度，標準の tS=3 日では tCC=10－3=7 日目の

強度（添字 CC で表示）により設定する。  

（堤体安定に必要な強度の算定） 

堤体安定に必要な強度の算定法は以下の

ようにある堤体を計算例により説明したい。

堤体の計画断面について，安定計算を砕･転

圧土で築造される堤体部の強度パラメータ

をパラメトリックに変えて行い，堤体全体

が所定の安全率 FS≧1.20 を満足する砕・転

圧土の強度(c’)CCStability を逆算する。一般に，

砕･転圧土の強度は図－３に例を示すよう

に，粘着力(c’)CC が卓越しているが、内部摩

擦角(φ’)CC は小さい。また、(c’)CC は ∆WC

に比例して増加しほぼ直線関係にあるが、

(φ’)CC は ∆WC の影響が少ない。そこで，安

定計算ではパラメトリックに変えるのは

(c’)CC のみとし，(φ’)CC は一定値として与え

るものとする。  

（ﾄﾗﾌｲヵﾋﾞﾘﾃｨｰ確保に必要な強度の算定）  

一方、築堤中の施工機械のトラフィカビ

リティーの確保に必要とされる強度はため

池の場合と同じ方法で算定され、一軸圧縮

強さ(qu)CCTrafficability により表示される。  

（固化材添加量の決定） 

フィルダムの設計法では堤体安定に必要

な強度が（(c’)CC , (φ’)CC）とトラフィカビ

リティー確保に必要な強度が (qu)CC のよう

に異なる強度で設定されるので、これらを

直接比較することができない。そこで、そ

れぞれの強度を現場で達成するための固化

材添加量ΔWC*はΔWC
S とΔWC

T を比較し  

ΔWC*=［ΔWC
S ，ΔWC

T ]max  (3) 

となる。このΔWC*に対応する強度が目標強

度になる。   

 

４．あとがき  

ここで堤案した方法は，堤体安定に必要

な強度に関する (c’)CC～ΔWC 関係とトラフ

ィカビリティー確保に必要な強度に関する

(qu)IS（ (qu)CC）～ΔWC 関係のように独立に

考えているので，式 (1)のような関係を使用

することなく，ΔWC を介在させて  

(qu)IS*→ΔWC
S→(c’)CC

LP 

のように (qu)IS（ (qu)CC）と (c’)CC
LP を関係さ

せたもので，堤高の大きさに関係なく土質

力学的に合理性があり，通常土によるフィ

ルダム堤体の安定計算法との整合性もある。 


